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１ 関数ｙ＝ａχ について，次のそれぞれの場合のａの値を求めなさい。２

（１）χの値が３から５まで増加するときの変化の割合が－２である。

χ χ ３のとき，ｙの変域が０ ｙ ６である。（２） の変域が－１≦ ≦ ≦ ≦

， 。（ ）３ χの値が２から４まで増加するときの変化の割合が ｙ＝２χ＋１の変化の割合と等しい

２ 関数 について，χの値がｍからｍ＋６まで増加するときの変化の割合が５の

とき，ｍの値を求めなさい。

ｍ＝２

３ 右の図のように，関数ｙ＝ａχ のグラフ上に，χ座標２

がそれぞれ２，６となる２点Ａ，Ｂをとります。直線ＡＢ

の傾きが４のとき，ａの値を求めなさい。

（H19宮城県入試問題）
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ｙは最大値６をとることが分かる。

ｙの最小値が０ということから

χの絶対値が大きいほどｙの値は大きくなる。

ｙ＝ａχ２のａは正であることが分かる。
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３ 右の図のように，関数ｙ＝ａχ のグラフと２

直線ｙ＝ｍχ＋ｎが，２点Ａ，Ｂで交わってい

ます。点Ａ（－２，２ ，点Ｂのχ座標は４です。）

次の問に答えなさい。

（１）ａの値を求めなさい。

（２）関数 で，変域－２≦χ≦４のとき，ｙの変域を求めなさい。ｙ＝ａχ２

０≦ｙ≦８

（３）ｍ，ｎを求めなさい。

ｍ＝１，ｎ＝４

（４）△ＡＯＢの面積を求めなさい。
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この２点を通る直線の式を求めればよい。
ｙ＝ｍχ＋ｎに代入し，連立方程式を解くと，

点Ａ（－２，２）
点Ｂ（４，８）
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直線ｙ＝χ＋４とｙ軸との交点をＣ（０，４）とする。
△ＡＯＢの面積を図①(△ＡＯＣ)と図②(△ＢＯＣ)
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